
 
 

 
 
 

令和 2 年 4 月 1４日 

      愛   媛   大   学 
 

ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業 
「カリキュラム開発拠点校」に 
愛媛大学附属高等学校が採択されました 

つきましては、ぜひ取材くださいますようお願いいたします。 
 

記 
 

構  想  名  ： 「高大連携の国際化を通したＳＤＧｓグローバル人材の育成」 

連携校（国内） ： 愛媛県立松山中央高等学校（公立） 、愛媛県立西条高等学校（公立）  

京都学園中学高等学校（私立） 

連携校（国外） ： University of the Philippines Integrated School（フィリピン） 

 College National Ion Creanga（ルーマニア） 

St Andrews Lutheran College （オーストラリア） 

義守大学附属国際高校（台湾）、Bella Vista High School（アメリカ） 
 
［参考］文部科学省 HP ：  

WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアムの構築に向けて 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/1412062.htm 

令和２年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業における 

「カリキュラム開発拠点校」 一覧 
https://www.mext.go.jp/content/20200410-mxt_koukou02-000006116_01.pdf 

 

 

※送付枚数 2 枚（本紙を含む） 

 

 
 

このたび、愛媛大学附属高等学校は、文部科学省の「WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシ

アム構築支援事業」に採択されました。（文部科学省 HP 発表：令和 2 年 4 月 10 日） 

 

ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業は、昨年度から開始された、将来、イノベーティブなグローバル人

材を育成するため、文理両方を学ぶ高校改革と高大接続改革を推進するリーディングプロジェクトで

す。本事業の実施に向けて、今年度、新たに文部科学大臣の指定を受ける「カリキュラム開発拠点校」

12 校が決定し、四国からは本校が唯一の拠点校となりました。実施期間は原則 3 年間です。 

本校の構想名は「高大連携の国際化を通したＳＤＧｓグローバル人材の育成」で、「高校版サテライトオ

フィスの整備」「ICT 利活用」「国際附属高校ネットワークの構築」「外国人教育実習生の受け入れ」等に

よる常時的な国際協働の体制と環境の整備、また、海外留学等の促進により、グローバル人材の育成

を目指し、新しい高大接続モデルの開発、検証を行ってまいります。 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学附属高等学校副校長 八木昌生 

TEL：089-946-9911 

Mail：fuzokukj@stu.ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kaikaku/1412062.htm
https://www.mext.go.jp/content/20200410-mxt_koukou02-000006116_01.pdf


(1) テーマとして設定するグローバルな社会課題
SDGsに関する活動を推進するために、SDGs推進室を設置。愛媛大学と拠点校が連携しグローバル
な社会課題として、 SDGsの達成を設定。特に目標9, 12, 13, 16, 17, 5, 4を想定。

(2) 新たな教科・科目の設定及び短期・長期留学や海外研修・フィールドワークの構造化
5年間のSGH期間中に開発した科目を、SDGsとグローバル人材育成の観点から内容の精選、拡充、
系統化。3年次は自分の興味関心や特性に応じて高度な学びを個別最適化して深めることができる
よう3つの選択科目を設定。日本人生徒と留学生が協働して体験的に学ぶ。

(3) 大学教育の先取り履修
3年次に全生徒を対象とする設定科目「リベラル・アーツ」にて多様な分野の大学講義科目を「先
取り履修（「二重単位取得」可能科目）」（７科目程度を予定）。英語以外の外国語について大学
での先取り履修を検討。e-learningや海外大学等との二重単位についても検討。

(4) バランスよく学ぶ教育課程の編成
総合学科であるため文理分断することなくクラス編成され、生徒が自らの興味・関心・特性に応じ
て科目履修することが可能。４つの系列を越えて授業を選択することも可能。

(5) 工夫された学習活動
①異学年生徒による協働学習 ②外国語での学習成果発信 ③海外フィールドワークの高大連携
④留学生との学習交流 ⑤外国人教育実習生の受け入れ

(6) より高度な内容を学びたい高校生のための拠点校の条件整備
①新規科目における大学教員・外国人講師・留学生の参画 ②海外フィールドワークに係る高大連
携の国際化 ③課題研究の高大連携の深化 ④大学セミナーや特別講座の開放 ※校舎機能改善改修

(7) 留学生の受け入れ及び体制の整備
拠点校内に海外協定校等のサテライトオフィスを設置予定。常時的な留学生や教職員の受入体制を
整備。日本語教員資格を持つ教諭が在籍。愛媛大学内の日本語学習支援ボランティア組織（J-
Support）や国際コーディネーターによる活動支援。e-learning教材の共有。
令和２年度からアジア高校生架け橋プロジェクトによる留学生を受け入れる。

3年生

課題研究Ⅱ
（選択）（新設２単位）

SDGs探究Ⅱ
（選択）（新設２単位）

グローバル・スタディー
ズⅡ（選択）

（新設２単位）

リベラル・アーツ
（新設２単位）

(1) 自己負担額の支出計画
管理機関に特命教員（再雇用の外国人教員等を予定）を配置（カリキュラム ･アドバイザー）。ALTの増員。学内外の競争的資金への応募。

(2) 人的または財政的な支援、研修やセミナー等の実施に向けた計画
SDGs伊豫学･課題研究Ⅰ･グローバルスタディーズⅠ・リベラル･アーツ等に大学教員（外国人教員を含む）や留学生が参画。留学生や大学院生を学習支援ア
シスタントとする制度の整備。SDGsセミナー・シンポジウムや教職員の能力開発：FD/SDへの参加。教科教育研究大会の開催。

(3)  支援期間終了後の事業の継続的な実施に向けた計画
外部資金へ積極的に応募し、継続実施を予定。海外フィールドワークやサービスラーニングなどに関連して、企業等のスポンサー制度の検討。
愛媛大学基金の活用を検討。※クラウドファンディング達成経験有。

構想テーマ 高大連携の国際化を通したＳＤＧｓグローバル人材の育成

育成する人材像
①社会的課題に興味・関心を持ち、課題解決に粘り強く挑戦できる人材
②論理的思考のためのツールを習得し、根拠に基づいて判断できる人材

③ＩＣＴを適切に利活用し、考えや価値を統合・創出・発信できる人材
④多様な人と積極的に交流し、他者への共感を自己形成に役立てる人材
⑤生涯学び続け、平和で包摂的な社会構築へ向けた協働を先導できる人材

持続的な世界の実現に貢献するグローバル・リーダーの育成

令和２年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業構想計画書

カリキュラム開発・先取り
履修等の接続

海外派遣・留学生の受入、海外提携
校との連携

情報交換、比較研究・効果検証、
教員養成・研修

SDGs Youth Summit

先取履修(二重単位)科目/課題研
究連携の深化/海外学会発表支援

①～③について自己資金で継続実施。先取り履修科目について、管理機関以外の大学等とも相互互換可能な先取り履修制度を検討。本事業の成果に関わる追跡
調査結果による効果検証。

各種連携・協働機関を拡充させ、①～④を自己資金で継続して実施する体制を確立。管理機関以外の大学等とも相互互換可能な先取り履修制度を実質化する。

目的と設定目標：本事業では、SDGs（持続可能な開発目標）が掲げるテーマを中心課題に位置づけ、新しい価値を創造し、自律した自覚を持って世界の架け橋となることが
できるグローバル人材の育成を目指し、新しい高大接続モデルを開発、検証する。拠点校は「SDGs Youth Summit」を開催する。高大連携を国際化させ、「文理融合
型の高度で先進的な教育内容の開発」「二重単位履修科目の設定と実施」「系統的で深まりのある課題研究」を行う。関連して、「高校版サテライトオフィスの整備」
「ＩＣＴ利活用」「国際附属高校ネットワークの構築」「外国人教育実習生の受け入れ」等により常時的な国際協働の体制と環境を整備し、海外留学等を促進する。

ＡＬネットワークの目的と役割

これまで特色ある高大連携モデルの開発に取り組んできたが、本事業でその組織を国際化して拡充し、海外・国内連携校、国際機関、地域企業・団体等からなる
ＡＬネットワークを形成。総合学科の特性を活かし、 SDGsをテーマに、高度で多様な学びをグローバルな文脈で高校生に提供する教育プログラムを開発・検証。

グローバル・リーダー育成のためのALネットワークにおける4事業部門

1 2 3 4

短期目標
3年後迄達成

中期目標
5年後迄達成

長期目標
10年後達成

海外フィールドワーク/サテライトオフィ
スの設置/国際附属高校ネットワーク構築

データ分析結果公開/
外国人教育実習生受入／教育研究大会

３年目開催予定

ＡＬネットワークの運営組織とその情報共有体制

附属高等学校連携委員会
（委員長 教育・学生支

援機構副機構長）

WWL運営指導委員会
(委員長 附属高校長)

WWL
International
Council

課題研究コーディネー
ター会議

国立大学法人愛媛大学長

34カ国142の大学等と国際交流協定を結ぶ愛媛大学が管理機関となって、拠点校である愛媛大学附属高等学校と共に高大接続の点から国際ALネットワークを運営。
海外教育機関や企業等との連携・交流を促進する情報共有体制を整備し、イノベーティブなグローバル人材の育成のため、高度で国際通用性のある教育を展開し、
愛媛県内に留まらない広域における中等教育の国際拠点を形成。

実施体制の整備

(1) 管理機関によるＡＬネットワークの整備と管理機関の長や拠点校の校長の役割
教育・学生支援機構の機構長（教員担当理事）を委員長とする「ＡＬネットワーク運営会
議」を設置。委員長は、附属学校担当副学長、国際連携推進機構長、附属高等学校長とマ
ネジメント組織を形成し、全学的な協力の要請と具現化を牽引。
拠点校の校長は「ＷＷＬ運営指導委員会」の長として、校内体制の整備、高校生と留学生、
大学教員、国際機関等の職員、企業の専門家等を有機的で機能的に紡ぎ、教育課程の高度
化と国際化を主導。

(2) 効果検証及び卒業生を追跡調査する仕組みの構築
「WWL International Council」（国際組織）を管理機関内に設置。専門的見地から多面
的にネットワーク運営に係わる評価・指導・助言。長期的な追跡も含めた効果検証を実施。
「WWL運営指導委員会」を拠点校内に設置。本事業の計画、進捗状況、成果、評価を管理。
拠点校教員、生徒、保護者による評価に加え、国内／海外連携校の教員、生徒による評価、
協働機関等を含めた広くステイクホルダーによる評価を実施。ＯＢ／ＯＧの組織化。

研究開発・実践

海外短期留学

1年生

SDGs伊豫学
(新設２単位)

SDGs探究Ⅰ
（新設２単位）

2年生

グローバル・スタ
ディーズⅠ（新設
２単位）（海外研

修を含む）

課題研究Ⅰ
（新設２単位）

海外
フィールドワーク

海外長期留学

大学生

SDGs YouthSummit

一部外国人
講師が担当

大学の留学生
による指導

一部外国人
講師が担当

留学生と共に
探究活動

一部外国人
講師が担当

一部外国人
講師が担当

一部外国人
講師が担当

個別最適化
された学び

新規科目説明図

財政支援等

国立大学法人愛媛大学高大接続推進室
（室長 教育担当理事）

ALネットワーク運営会議
（議長 教育担当理事）

WWL Curriculum Dev. 
Committee

WWL International 
Relations

SDGs Youth Summit 
Committee

学校評議委員会

先取履修プログラム
開発WG

ICT利活用WG

※附属学校園事務課

※教育学生支援部

国際組織

国内
連携校

海外
連携校

国内
機関

海外
機関

国内
連携校

海外
連携校

国内
機関

海外
機関

St Andrews 
Lutheran 
College

海外連携校

義守大学附属
国際高校

海外連携校
（台湾）

Bella Vista 
High School
海外連携校

京都学園
中学高等学校
国内連携校

事業拠点校
愛媛大学附属高
等学校

事業協働機関
ブカレスト大学
フィリピン大学
カリフォルニア
州立大学
義守大学等

事業協働機関
JICA四国、愛媛
グローバルネッ
トワーク(NGO),
㈱日本ＨＰ,井関
農機㈱等

・SDGs Youth Summit
・WWL 成果報告会
・教育研究大会

【管理機関】国立大学法人愛媛大学
（担当部署）教育・学生支援機構
【ALネットワーク運営会議】【WWL International Council】
（主な連携部署）高大接続推進室、四国地区国立大学連合アドミッ

ションセンター、国際連携推進機構、SDGs推進室等

愛媛県立
松山中央
高等学校

国内連携校

University of 
the Philippines 

Integrated 
School

海外連携校

協定締結校

College 
National Ion 

Creanga
海外連携校

協定締結校

愛媛県立
西条

高等学校
国内連携校

WWL International Office

協定締結校
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